















































































































































































































































































































































































































































































































































物 利益 物 利益
加害目的
利得目的 横領
噺
（本学法学部・法務研究科准教授）
（22）平野龍一「横領と背任、再論（1）一「背信説」克服のために一」判例時報
1680号4頁文末註（2）参照。しかもすでに指摘されているように、「択一関係は、
論理的に競合関係にないことを前提にするものであるから、もともと法条競合の場
合に含まれない」（山中・上掲書915頁）というべきであるし、財産犯全体にっいて
いえるように一部が重なる犯罪というのは無数に存在するのであって、これらにっ
いて択一関係と呼ぶべき実質があるのかには疑間が残る。大塚仁『刑法概説（総論）
〔第三版増補版〕』476頁も「いわゆる択一関係の場合においては、具体的事案に対し
てどの法条を適用すべきかは、実は、事実認定の問題にすぎないのであり、別段、
各法条自体が競合しているわけではない。それ故、択一関係を法条競合の一種とみ
ることは妥当でない」とする。
